
いちごドリルプリント

戦国時代 名前

問1 戦国時代の社会や法律について説明した文章として、「朝倉氏が城の建築を制限する規定を設けたことや、武田氏が喧嘩両成敗の原則を定めた
ことなど、大名が独自に定めた規定が存在した」という記述があります。この記述の説明として最も適切なものはどれですか。 （2026年

岩手県公立入試 類似）

1. これは江戸幕府が成立した直後に
各大名を統制するために出された武
家諸法度に関する記述である。

2. これは室町幕府が守護大名の権力
を強めるために制定した建武式目に
関する記述である。

3. これは鎌倉幕府が御家人同士の土
地の紛争を裁くために制定した御成
敗式目に関する記述である。

4. これは下剋上の風潮のもとで戦国
大名が定めた分国法に関する記述で
ある。

問2 戦国時代の社会的な特徴の一つである「下剋上」という現象について、その内容を正しく説明しているものはどれですか。 （2018年 鹿児島県公立入試

類似）

1. 農民や地侍が団結して、領主に対
して年貢の減免などを要求すること

2. 実力のある者が、それまで自分よ
り上の身分であった者の地位を奪い
取ること

3. 天皇を中心とした政治体制を復活
させるために、幕府を倒そうとする
こと

4. 武士が自分の土地を直接支配する
ために、公家に土地を返還させるこ
と

問3 日本の歴史において、守護・地頭の設置や御成敗式目の制定が行われた時代（鎌倉時代）の様子を説明した記述として、ふさわしくないものは
どれですか。 （2018年 熊本県公立入試 類似）

1. 将軍と御家人が、土地を媒介とし
た御恩と奉公の主従関係を結んだ。

2. 実力のある下の者が上の者を倒し
て地位を奪う、下剋上の風潮が広が
った。

3. 元軍の侵攻に対し、九州の御家人
たちが防戦にあたった。

4. 北条氏が執権の職に就き、幕府の
政治を動かした。

問4 16世紀のヨーロッパで起こった宗教改革の背景やその内容を説明した文として、最も適切なものはどれですか。 （2023年 栃木県公立入試 類似）

1. モンゴル帝国が勢力を拡大し、中
国を支配して国号を元と定めた。

2. カトリック教会が資金集めのため
に販売した免罪符に対し、ルターが
抗議の声を上げた。

3. 蒸気機関の発明によって生産効率
が向上し、資本主義経済が急速に発
展した。

4. 北アメリカの植民地がイギリスか
らの独立を宣言し、近代的な民主主
義国家を樹立した。

問5 大航海時代において、ポルトガルの航海者バスコ＝ダ＝ガマがインド航路の開拓に成功したことが、その後のヨーロッパ諸国に与えた影響とし
て最も適切な説明はどれですか。 （2018年 大阪府公立入試 類似）

1. 香辛料の直接取引が可能になり、
それまで地中海貿易で栄えていた都
市が衰退した

2. 大西洋を西に進む航路が否定され
、すべての探検家がアフリカ経由を
目指すようになった

3. 宗教改革が始まり、キリスト教の
布教を目的とした航海が中止された

4. アメリカ大陸への植民地支配が終
了し、交易の拠点がすべてアジアへ
移った

問6 1549年に鹿児島へ上陸し、日本に初めてキリスト教を伝えた宣教師について、彼の所属組織と人物名の組み合わせとして正しいものはどれか。
なお、この人物は後に山口などでも布教を行い、胸の前で手を合わせる姿を描いた肖像画のモデルとしても広く知られている。 （2020年

埼玉県公立入試 類似）

1. フランシスコ会 ―
ヴァリニャーノ

2. イエズス会 ―
フランシスコ・ザビエル

3. フランシスコ会 ―
フランシスコ・ザビエル

4. イエズス会 ― ルイス・フロイス

問7 戦国大名の武田晴信（信玄）が定めた「甲州法度之次第」のように、大名が独自に法を定めた背景を説明した次の文の（
）に当てはまる語句を答えなさい。「戦国大名は、幕府の法が及ばなくなった自分の（
）において、家臣の勝手な婚姻を制限したり、領民を管理したりすることで支配を強化しようとした。」 （2023年 山口県公立入試 類似）

1. 荘園 2. 幕領 3. 領国 4. 藩

問8 戦国時代、鉄砲の伝来などにより戦術が変化し、大規模な軍事力とそれを支える安定した領地経営が不可欠となりました。こうした中、戦国大
名が領国内の紛争を禁じたり、年貢の徴収を確実にしたりする目的で定めた「分国法」の性質として、最も適切な説明はどれですか。 （2022年

和歌山県公立入試 類似）

1. 戦国大名が、室町幕府の法によら
ずに自らの領土を統治するために独
自に定めた法律である。

2. 鎌倉時代の慣習法を整理し、武士
の裁判を公平に行うために幕府が定
めた法律である。

3. 幕府の許可を得た大名だけが、他
国との貿易を制限するために定めた
規則である。

4. 朝廷が全国の公家や武士に対して
一律に適用した法律である。

問9 1543年に日本の種子島へ鉄砲が伝来した時期、ヨーロッパではドイツのルターがローマ教皇や教会の権威を否定する動きを見せていました。こ
のルターから始まった、キリスト教のあり方を問い直す一連の運動を何と呼びますか。 （2019年 大分県公立入試 類似）

1. 産業革命 2. 十字軍 3. 宗教改革 4. ルネサンス

問10 戦国大名による領国支配の実態について述べた文として、当時の法律の内容や背景から考えて正しいものはどれか。 （2024年 奈良県公立入試 類似）

1. 伊達氏の法典では、農民が年貢を
納められない場合に備え、納税を免
除する権利を認めた。

2. これらの法律は、全国の戦国大名
が合議によって作成した全国共通の
ルールであった。

3. 朝倉氏の法典では、代官の配置や
城郭の制限を通じて家臣の勢力拡大
を抑えようとした。

4. 分国法においては、武士同士の紛
争はすべて室町幕府の裁判所に委ね
るよう定めていた。

問11 戦国時代の九州を代表する大名で、現在の府内（大分市）を拠点にキリスト教を保護し、有馬晴信や大村純忠とともにローマ教皇のもとへ「天
正遣欧少年使節」を派遣した人物は誰ですか。 （2025年 京都府公立入試 類似）

1. 朝倉義景 2. 大友宗麟 3. 北条氏康 4. 今川義元

問12 戦国大名の武田氏にゆかりのある、現在の山梨県に位置する武田神社付近には、かつて大名の館を中心とした町が形成されていました。このよ
うに大名が家臣や商工業者を集めて町を作った主な目的として、最も適切な説明はどれですか。 （2016年 千葉県公立入試 類似）

1. 交通の要所に休憩所を設けること
で、旅人の利便性を高め、通行税を
徴収するため

2. 有力な寺社への参拝客を増やすこ
とで、宗教的な権威を利用して領民
を支配するため

3. 家臣を一定の場所に集めて統制し
、商工業を振興して領国の経済と軍
事を支えるため

4. 海外との貿易を独占するために、
海岸線に面した土地に防衛拠点を築
くため


